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Improvement of students' motivation in schools has been important problem in recently.  In order to 
solve this problem, we have developed SIEM which is educational method for introductory computer 
programming education, and we have developed its assessment.  The existence of the classroom that the 
carbon dioxide concentration exceeds the standard of Ministry of Health, Labour and Welfare was clarified 
in previous research.  This research clarifies the distribution of carbon dioxide concentration, temperature 
and humidity in the classroom.  This research focuses on the carbon dioxide, temperature and humidity, I 
develop further improvement of students' motivation by controlling these parameters appropriately. 
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散配置した様子を図 2 に示す． 
 
図 1 ワイヤレスデータロガー(RTR-576-H) 
 
図 2 測定対象の教室の様子(5401 教室) 
 
図 3 測定対象の教室のレイアウト(5401 教室) 
 
図 3 は，測定した教室のレイアウトである．図の
左下が教卓になる．3 人掛けの机が縦に 17 列，横に




数の都合で，教室の縦方向は 1 列毎に設置した． 
4.研究成果 
（１）教室内の CO2濃度，気温，湿度の空間分布 
図 4 から図 6 は，CO2濃度，気温，湿度の空間分
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逆位相の関係になっていることが，図 5 と図 6 から
明らかになった．なお，教室の形状は長方形である
が，図 4 から図 6 では正方形に写像していることを
補足する． 
 
図 4 CO2濃度の様子(2018 年 1 月 19 日) 
 
図 5 気温の様子(2018 年 1 月 19 日) 
 
















ションは 1 から 25 に定量化でき，受講者の位置とモ
チベーションの値を基に 3 次元表示した．図 7 の山
が高い部分は，モチベーションが高いことを示して
いる．前述した通り，教室内は 3 人掛けの机が縦に 
 
図 7 モチベーションの様子(2017 年 11 月 10 日) 
 
図 8 CO2濃度の高い領域(2017 年 11 月 10 日) 
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さらに CO2 濃度の高い領域を図 8 に示す．





の領域)は，図 8 の CO2 濃度の高い領域と一致して
いる．逆に，モチベーションの比較的高い領域(20.3












図 9 PC 教室 3(2018 年 1 月 16 日) 
 
図 10 5401 教室(2018 年 1月 19 日) 
PC 教室 3 の CO2濃度は，授業中に 1000ppm を
超えることなく，換気の機能が十分に働いている．
一方，5401 教室は授業中，1000ppm を超えている
ことが分かる．PC 教室 3 は情報端末を設置したコ
ンピュータ教室であり，竣工後，7 年が経過してい
る．5401 教室は，無線 LAN と ACコンセントが利
用できる講義室である．こちらは竣工後，2 年が経
過した建物である．建物が新しいから空調の性能が
良いわけでなく，空調性能に差があることが明らか
になった． 
スープラスペースは，他者との居合わせを成立さ
せながら，時々の体調や心理状態に応じて異なる環
境ニーズを充足することができるパーソナルにカス
タマイズされた環境を提供するものである．受講者
が教室内で感じる，暑い，寒い等がこれに該当し，
多くの人が快適に感じる教室環境づくりが注目され
ている．本研究成果は，スープラスペースを実現す
るための基礎データとして活用できるであろう． 
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